
□進捗評価シート（様式１）
①組織体制（様式１－１）

1 庁内会議及び佐川町歴史的風致維持向上計画協議会の開催
1

　
②重点区域における良好な景観を形成する施策（様式１－２）

1 政策との連携による今後の措置 2

③歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項（様式１－３）
1 まちの駅活性化事業（協議会活動助成事業） 3
2 牧野公園整備事業 4
3 標識整備事業 5
4 歴史的風致建造物事業化検討調査 6

（竹村分家旧竹村呉服店）
5 歴史的風致建造物事業化検討調査 7

（司牡丹１号蔵）
6 竹村分家旧竹村呉服店修復・保存事業 8

④文化財の保存又は活用に関する事項（様式１－４）
1 文化財の保存・活用について 9

文化財の保存・活用に関わっている住民、NPO等各種団体について
2 文化財の保存及び活用の普及・啓発について 10
3 文化財の防災について 11
4 埋蔵文化財の取扱いについて 12
5 文化財の修理について 13

文化財の保存・活用を行うための施設について
文化財の周辺環境の保全について

⑤効果・影響等に関する報道（様式１－５）
1 「探偵小説の父」しのぶ 14
2 笑顔広がる観光地に 14
3 西谷退三の蔵書展示 14
4 佐川の魅力　手拭いに 14
5 町長が小中生に論語塾 14
6 観光客２５％増 14
7 牧野公園で植物学ぶ 15
8 ８月１９日ちなみ　風情ある俳句会 15
9 住民育てた苗　牧野公園に 15

10 佐川の恵み　味わって 15
11 光の芸術にうっとり 15
12 佐川ゆかりの先人紹介 15

⑥その他（効果等）（様式１－６）
1 歴史的風致維持向上計画重点区域の観光客数推移について

16
□法定協議会等におけるコメント（様式４）

1 法定協議会等におけるコメント 17
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佐川町－１

進捗評価シート （様式１-１）

評価対象年度 平成２７年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　円滑な事業推進を図るため、庁内会議（チーム佐川推進課、産業建設課、教育委員会事務局）を５回、佐川町歴史的風致維持向上計画協議
会を３回開催、また、同協議会が佐川町と同様に酒蔵のまちなみを活用した取組をおこなっている東広島市の西条の視察研修を実施した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　平成２７年度は、庁内会議、協議会共に、竹村分家旧竹村呉服店の活用方法について、数度に渡り協議を
重ね、時間を費やした。その意味では、活発な論議が尽くされたと言える。課題としては、庁内会議を構成す
る３部署が更に横断的な連携強化を図ることにある。

状況を示す写真や資料等

評価軸①-1
組織体制

項目

庁内会議及び佐川町歴史的風致維持向上計画協議会の開催

　佐川町歴史的風致維持向上計画を円滑かつ着実に遂行するために、計画推進体制（事務局と審議組織との連携）を強化し、歴史
的風致維持向上計画協議会の活動をサポートしていく。

佐川町歴史的風致維持向上計画協議会

第１回 (平成２７年９月１日)
◇報告事項

・旧浜口家住宅の歴史的風致形成建造物の指定について
・旧浜口家住宅の国登録有形文化財の登録について
・歴史まちづくり事業の進捗状況について

◇協議事項

・竹村分家旧竹村呉服店の活用方法について
第２回（平成２７年１０月８日）

◇報告事項
・竹村分家旧竹村呉服店の耐震改修設計について

◇協議事項

・竹村分家旧竹村呉服店の活用方法について（再議）
第３回（平成２７年１１月９日）

◇協議事項
・竹村分家旧竹村呉服店の活用方法について（再々議）
・当協議会活動について

東広島市西条視察研修（平成２８年３月１７日）
・西条酒蔵通りの視察

庁内会議
（チーム佐川推進課、産業建設課、教育委員
会事務局）

平成２７年 ４月 ７日
平成２７年 ８月２４日
平成２７年１０月 １日
平成２７年１１月 ４日
平成２７年１１月 ９日

だっっｄ

庁内会議の模様

第３回協議会の模様



佐川町－２

進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 平成２７年度
現在の状況

□実施済
□実施中
■未着手

計画に記載
している内容

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

平成２６年３月３１日に認定を受けた変更計画で、「政策との連携による今後の措置」を新しく加えた。これにより景観計画及び景観条例の策定を
めざすこととなり、昨年度の進捗評価シートには平成２８年度から２～３年のスパンで策定する予定と記載したが、まず平成２８年度は計画策定
に向けての土壌づくりとして、住民ヒアリング等の調査作業をおこなう予定である。なお、平成２７年度の取り組みについては、これも同様に昨年
度のシートに記載したが、歴史まちづくり担当が第５次総合計画策定の担当を兼ねていたことから、当該策定の最終年度となった昨年度は、そち
らの業務に大半を割かれ、具体的な取り組みに至らなかった。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

□計画どおり進捗している
■計画どおり進捗していない

住民に一定の規制が掛かることから、合意形成を図るために、ねばり強く話し合いを持つ必要がある。

状況を示す写真や資料等

評価軸②-1
重点区域における良好な景観を形成する施策

項目

政策との連携による今後の措置

街なみ景観条例は、平成５年度から１０年間実施した街なみ環境整備事業に対応して策定したものであり、歴史的風致維持向上計
画に合致した内容となっていないという問題点がある。そのため、今後においては、景観法に基づく景観計画及び景観条例の策定を
めざすことにより、歴史的風致に合致した街なみ景観の維持向上を図ることとする。



佐川町-３

進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成２７年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

　住民主体によるソフト事業を実施し、重点区域を核とした歴史的風致を維持向上する活動をさらに他地域に
まで広げると共に、町外にも広く発信する。また、歴史的建造物の保存・活用に向けての住民意識啓発の活動
も併せて取り組むことで、竹村家住宅周辺の良好な市街地環境の形成に寄与し、佐川町の歴史的風致の維持
向上を図る。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　平成２７～２８年度に耐震・修復工事をおこなっている竹村分家旧竹村呉服店のリーフレットを作成した。部数３，０００
部。歴史的建造物の構造や価値を示したもので、これにより歴史的まちなみを構成する貴重な建造物の周知を図る。ま
た、佐川町歴史的風致維持向上計画協議会が、規模は違えども本町と同様に酒蔵のまちなみを活かした歴史まちづくりを
展開している東広島市の西条酒蔵通りを視察し、その事業内容や観光ガイド等の取り組みを学んだ。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　本町の歴史まちづくりは、対外的にまだ認知度が低いことから、現有及び新作の啓発
素材を活用して、更に周知を図っていく。また、同協議会委員の意識を更に高めていく
取り組みが必要となる。

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

まちの駅活性化事業 （協議会活動助成事業）

平成２１年度～平成３０年度

東
広
島
市
視
察
風
景

リーフレット表面 リーフレット裏面



佐川町－４

 （様式１-３）

評価対象年度 平成27年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-2
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

牧野公園整備事業

平成２１年度～平成３０年度

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）

状況を示す写真や資料等

牧野富太郎博士の顕彰を図るために、牧野公園に遊歩道の整備と博士由来または縁の深い植物並びに秋期
も楽しめる紅葉樹を植栽し、憩いと学習の場として公共公益施設の高質化を実施する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　平成２６年度に公園内通路の舗装及び排水計画について詳細設計を実施し、改良工事に着手した。平成２８年度での完
了を目標として施工中。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

□計画どおり進捗している
■計画どおり進捗していない

牧野博士に由来する植物の植栽や雨天時の利用者の安全確保の観点から、植物の生
育環境の配慮や降雨時に利用しやすい公園にするため、整備には雨水対策が必要と
なった。その対策を検討し、遊歩道の舗装整備に反映するようにするため、事業期間を
延長する。

降雨時には川のように雨水が遊歩道を流れている

改良工事 完了箇所



佐川町-５

進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成27年度
現在の状況

□実施済
□実施中
■未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-3
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

標識整備事業

平成２５年度～３０年度

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）

状況を示す写真や資料等

国道３３号及びJR佐川駅から重点区域への誘導を円滑にするとともに、歴史的風致の啓発に資するために、各
所に標識及び説明板を設置する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　設置場所・工法等の選定が難航し、標識及び説明版の設置に至らなかった。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

□計画どおり進捗している
■計画どおり進捗していない

　設置場所・工法等の未決事項について、関係者協議の必要がある。事業期間を平成
28年度に延長し、道路管理者及び隣接地権者を含めた関係者協議を進め、早期の事
業着手・完了を目指す。



佐川町-６

進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成27年度
現在の状況

■実施済
□実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-4
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

歴史的風致建造物事業化検討調査（竹村分家旧竹村呉服店）

平成２６年度～２７年度

※町単独事業

状況を示す写真や資料等

上町地区の歴史的風致建造物（竹村分家旧竹村呉服店）について、耐震対策を含めた事業化の検討を行う

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

伝統建築物調査研究業務として、委託業務を発注し、概算費用の算定を行った。平成２７年度に関係者協議を実施し、事
業化の検討を行った結果、耐震改修設計及び改修工事の着手に至った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

改修後の利用計画について、関係者協議を行う必要がある。

竹村分家旧竹村呉服店

調査研究業務成果品 業務内容の検討・協議



佐川町-７

進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成27年度
現在の状況

■実施済
□実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-5
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

歴史的風致建造物事業化検討調査（司牡丹１号蔵）

平成２６年度～２７年度

※町単独事業

状況を示す写真や資料等

上町地区の歴史的風致建造物（司牡丹１号蔵）について、耐震対策を含めた事業化の検討を行う

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　伝統建築物調査研究業務として、委託業務を発注し、概算費用の算定を行った。平成２７年度に関係者協議を実施し、事
業化の検討を行った結果、司牡丹１号蔵煙突の耐震設計に平成２８年度から着手することとなった。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　司牡丹１号蔵については、民間所有であるため、耐震化の事業費負担の問題や改修
後の利用計画について、協議を行う必要がある。

司牡丹１号蔵

調査研究業務成果品 業務内容の検討・協議



佐川町-８

進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成27年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-6
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

竹村分家旧竹村呉服店修復・保存事業

平成２７年度～２８年度

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）

状況を示す写真や資料等

竹村分家旧竹村呉服店の修復及び保存をおこなうことで、佐川町の歴史的まちなみを構成する重要な歴史的
建造物として一般公開を図る。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　平成２７年度に耐震改修設計及び改修工事に着手し、平成２８年度での完了を目標として施工中。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

改修後の利用計画について、関係者協議を行う必要がある。

竹村分家旧竹村呉服店

耐震補強確認 外壁耐震補強



佐川町ー９

進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 平成27年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸④-1
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

文化財の保存・活用について
文化財の保存・活用に関わっている住民、NPO等各種団体について

　現在、文化財の保存活用に携わる団体は積極的かつ地道な活動を展開しており、まちづくり行政等との連携
も十分とれている。
　今後も、こうした活動の前進を更に目指し、行政との連携も一層強化する。

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　重点区域内に移築された名教館では、佐川が輩出した偉人のパネルを展示し、文教の町佐川をPRした。また、歴史学講
座、高知大学出前公開講座、佐川高校地域学習等を開催し、ふるさと学習及び人材の育成に努めた。国の登録有形文化
財建造物に登録された旧浜口家住宅では、苔玉作りや生け花と抹茶のおもてなし等多様なイベントが開催された。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

NPO法人、観光協会は定期的にイベントを開催しており、集客数は増加傾向である。し
かしながら町全体の文化財についてはPR不足なので、今後も観光ボランティア、観光協
会と連携し、活発な情報配信と文化財の活用を図りたい。

佐川高校地域学習 H27.10.8 名教館玄関

▲高知大学出前公開講座 H27.10.8 名教館

▲浜口さんちの秋祭り H27.10.10～10.11 旧浜口家住宅

子ども論語教室 H27.6.28 名教館



佐川町ー１０

進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 平成27年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

　黒岩小学校で卒業生（高校生）も含めて、「太刀踊り子ども教室」を開催し、高知県の無形文化財である「佐川の太刀踊り」の継承に取
り組んだ。他にも斗賀野小学校児童による花取踊り（町指定無形文化財）や黒岩中学校で瑞応の盆踊り（県指定無形文化財）に児童・
生徒が取り組み、地域の行事などを通じて成果を披露し、地域の伝統芸能としての位置づけを高めた。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　児童生徒が積極的に参加し、無形文化財の継承に取り組んではいるが、発表の場は地域の行
事に限られている。今後は、町内での伝統芸能発表会の開催や、町外のイベント等への参加を
検討する必要がある。

状況を示す写真や資料等

評価軸④-2
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

文化財の保存及び活用の普及・啓発について

文化財の価値を町民がより理解し、保存や活用の意識を高めるため、学校教育では町独自の文化財教育・文化財見学会を実施し、社
会教育等では文化財や町の歴史に関する教室の開催、分かりやすいパンフレットの作成による啓発活動などを行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

← 「四ッ白太刀踊り」 県指定無形文化財

黒岩地区の小中高生が積極的に参加

し継承に取り組んでいる。
11月3日の仁井田神社の秋の大祭に

参加し、小中学校の運動会でも披露して
いる。

← 「白倉神社花取踊り」 町指定無形文化財

斗賀野地区の小中学生が積極的に参加

し継承に取り組んでいる。
11月12日の白倉神社の秋の大祭で披

露している。

← 「瑞応の盆踊り」 県指定無形文化財

黒岩瑞応地区が中心となり、瑞応盆踊りを継承し

ていくため、中学生の指導にあたっている。

8月16日は、夏休みで夜間のため、個人参加とし

ている。



佐川町ー１１

進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 平成27年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸④-3
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

文化財の防災について

現在も実施している所有者、地域住民、消防署、地区消防団が一体となった防火訓練も更に質量共に充実したものとしていく。加えて、
「文化財防火デー」には、上記住民・団体及び文化財保護審議会委員等が各地区の文化財においての防火訓練を実施しており、今後も
継続していく。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　重点区域内には自主防災組織が設立されており、地域の防災についての意識も高く、文化財防火デー（1月26日）には、
消防署、消防団とともに防火訓練を実施した。
　また、文化財パトロールなど、あらゆる機会を通じて、引き続き文化財の保存や防災の大切さについて関係者などに周知
を行った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　南海地震の発生が予測されていることもあって、地域住民の防災について一定理解が高まって
いるが、今後も、引き続き、各地区を回り啓発活動を続けていく必要があると思われる。

状況を示す写真や資料等

▼1月26日 文化財防火デー 斗賀野地区白倉神社において防火訓練を実施した。

▲ 1月26日 文化財防火デーの防火訓練には地域住民、地元消防団、消防署、文化財保護審議

員が参加し、消防署員の指導の元、地域住民による消火器での初期消火訓練、消防署への模擬通

報、地元消防団による放水訓練が行われた。
また、実地訓練終了後には、文化財保護審議会委員より、文化財保護の重要性を説明し、参加者

は熱心に耳を傾けた。



佐川町ー１２

進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 平成27年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸④-4
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

埋蔵文化財の取り扱いについて

機会あるごとに埋蔵文化財の持つ意義や重要性及び所在地を町広報やその他の方法により広く住民に周知す
る。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　町内の主要な埋蔵文化財については、年1回パトロールを行い保存状態を確認している。また重点区域内の佐川城跡に
ついては、平成２７年１０月１０日に文化財保護審議会委員（巡視員）とともにパトロールを実施し、昨年度の写真の比較
や、目視により保存状態に変化はないことを確認している。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

現在のところ埋蔵文化財について広く住民に周知するには至っていない。今後は町HPへの掲載
や、住民向けの現地説明会等周知方法について検討したい。

状況を示す写真や資料等

佐川城址見取（昭和56年佐川町発行「わが町の文化
財と旧跡」より転載）

▲

石積み部分には今のところ異常はみられないが、周
辺の雑木による悪影響が発生しないよう伐採を予定
している。

▲



佐川町ー１３

進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 平成27年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸④-5
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

文化財の修理について
文化財の保存・活用を行うための施設について
文化財の周辺環境の保全について

　文化財の修理及び整備については、定期的な清掃及び点検確認を行い、文化財巡視員による定期的なパトロールを実施する。
　文化財の保存・活用を行うための施設は、財政状況との調整を図り、施設の改善計画を立て課題解消に向けて具体的に着手する。
　文化財の周辺環境の保全については、まちづくり行政と文化財行政がより連携を強化し、文化財の周辺環境の保全を図っていくことと
する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　「旧浜口家住宅」、「名教館」、「佐川文庫庫舎（旧青山文庫」）は、さかわ観光協会を指定管理者とし良好な状態で管理されている。
　また、重点区域内の文化財の周辺環境は、地域住民やNPO法人、町観光協会により良好に保全されている。
　なお、重点区域内における本年度の文化財の巡視結果において、緊急に修理の必要が生じたものはなく、良好な状態を保っている。
　「旧竹村家呉服店」は、平成26年度～平成28年度の予定で現在、修復中。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　現在のところ、町立施設は概ね良好な保存状態であるが、今後においては、重点区域
内に現存する歴史的建造物について大規模な修繕等が生じると予測される。引き続き
支援策等を検討していきたい。

状況を示す写真や資料等

▲ さかわ観光協会が管理する「佐川文庫庫舎」 ▲ さかわ観光協会が管理する「名教館」

▲ さかわ観光協会の事務所がある「旧浜口家住宅」 ▲ 重点区域の文化財周辺の環境は良好に保全されている

▲ 平成26年度～平成28年度で修復中の「旧竹村呉服店」



佐川町―１４

評価対象年度 平成２７年度

評価軸⑤-1
効果・影響等に関する報道

報道等タイトル 年月日 掲載紙等

「探偵小説の父」しのぶ　青山文庫　雨村没後５０年で企画展 平成27年5月24日 高知新聞

笑顔広がる観光地に 平成27年5月26日 高知新聞

西谷退三の蔵書展示　「解体新書」初版も 平成27年5月27日 高知新聞

佐川の魅力　手拭いに　　観光協会が３種発売 平成27年5月28日 高知新聞

町長が小中生に論語塾　名教館　先人の教え伝える 平成27年6月2日 高知新聞

□計画の進捗に影響あり
■計画の進捗に影響なし

重点区域の入込客数は着実に増加しているが、更に新たな取り組み等を報道してもらうこと
により知名度をアップする必要がある。

状況を示す写真や資料等

観光客２５％増 平成27年6月6日 高知新聞

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

地元新聞への掲載回数　１２回以上。観光客の増加に伴い観光関連の記事、また、牧野公園への植栽等、牧野富太郎博士関
連の記事が多かった。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）



佐川町－１５

評価対象年度 平成２７年度

評価軸⑤-1
効果・影響等に関する報道

報道等タイトル 年月日 掲載紙等

牧野公園で植物学ぶ　高知市の児童ら植栽体験 平成27年7月30日 高知新聞

８月１９日ちなみ　風情ある俳句会 平成27年8月20日 高知新聞

住民育てた苗　牧野公園に　富太郎ゆかりの１５０種 平成27年9月24日 高知新聞

佐川の恵み　味わって　浜口邸であす限定カフェ 平成27年11月12日 高知新聞

光の芸術にうっとり　「酒蔵ロード劇場」盛況 平成27年11月30日 高知新聞

□計画の進捗に影響あり
□計画の進捗に影響なし

状況を示す写真や資料等

佐川ゆかりの先人紹介　青山文庫　植物画など３０点展示 平成28年1月20日 高知新聞

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）



佐川町－１６

進捗評価シート （様式１-６）

評価対象年度 ２７年度

計画に記載
している内

容

施設別

平成２０ 平成２１ 平成２２ 平成２３ 平成２４ 平成２５ 平成２６ 平成２７

青山文庫 1,678 1,982 2,663 2,413 3,392 3,571 4,180 5,317

まち歩きガイド 484 1,339 5,254 4,585 3,464

旧浜口家住宅
（観光協会）

8,525 16,683 20,566

当該区域入り込み数は、旧浜口家住宅を計測

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で。記事・議会議事録等を添付

重点区域への観光客数は順調に伸びている
平成25年度　　８，５２５人　（カウント開始は９月から）
平成26年度　１６，６８３人
平成27年度　２０，５６６人

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

□計画の進捗に影響あり
□計画の進捗に影響なし

評価軸⑥-1
その他（効果等）

項目

歴史的風致維持向上計画重点区域の観光客数推移について



佐川町―１７

平成２７年度
・法定協議会等におけるコメント

会議等の開催日時：平成２７年９月１日

法定協議会等におけるコメント　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　（様式４)

評価対象年度

コメントが出された会議等の名称：平成２７年度第１回佐川町歴史的風致維持向上計画協議会

（コメントの概要）
委員：　竹村分家旧竹村呉服店は、耐震・修復工事が済んだら、旧浜口家住宅と同様に国登録
有形文化財となるよう文化庁に働きかけてはどうか、かつ、同様に歴史的風致形成建造物に指
定するよう進めてはどうか。同住宅は、歴史的建造物として、構造的にも物語性においても、それ
だけの価値を持っていると思う。また、同住宅の活用方法については、保存と一般公開を原則と
しながら、みんなで十分論議することだと思う。拙速で答えを出すと禍根を残すことになる。
　そうしたことが、佐川の歴史的風致維持向上計画に賛同して、この建物を町に寄附してくださっ
た方の気持ちに応えることになると思う。
　

（今後の対応方針）
　竹村分家旧竹村呉服店は、国登録有形文化財及び歴史的風致形成建造物の指定に向けて作
業を進める。また、その活用方法については、保存と一般公開を原則と踏まえつつ、一定のタイ
ムリミットを設けて決定する。
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